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Ｈ It is to be considered that an effective

automation of operation management of

the system economizes on manpower.

Ｉ It is to be considered that the system

has the distinction of energy conserva‑

tion, space‑saving, temperature control

and low noise level.

Ｊ The maintenance and technical ser‑

vices should be promptly and precisely

provided for the system, in case of a fail‑

ure of the system.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 2 May, 2016

 Contact point for the notice : Hiroyuki

Okaniwa, General Affairs Section, Admin‑

istration Division, Faculty of Dentistry and

Dental Hospital, Tokyo Medical and Den‑

tal University, 1545 Yushima Bunkyo‑
ku Tokyo 1138549 Japan, TEL 03
58035410

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 28 年４月１日

国立大学法人浜松医科大学
理事 前田 広

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 22
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 核医学画像診断シ
ステム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成28年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ Ｘ線ＣＴを搭載したＳＰＥＣＴ－ＣＴ装
置であること。
Ｂ 最適な診断を可能とするコリメータを有
していること。
Ｃ 脳、心臓領域、及び全身検査に対応可能
であること。
Ｄ 画像解析用ワークステーションを有して
いること。
Ｅ 核医学画像診断支援機能を有しているこ
と。

Ｆ 既存の放射線情報システム（ＲＩＳ）、
医用画像管理システム（ＰＡＣＳ）、及び
３Ｄ画像処理システムと連携接続可能であ
ること。
Ｇ システムを設置するための工事を含むこ
と。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成28年５月17日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒4313192 浜松市東区半田山
１20１ 浜松医科大学会計課専門職員
（契約担当） 大保 智則 電話053435
2148

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成28年４月１日から平成28年
５月17日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成28年４月11日13時30分
 開催場所 浜松医科大学管理棟２階第二会
議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Nuclear Medicine Image Diag‑

nosis System 1 Set

 Type of the procurement : Purchase

 Basic requirements of the procurement :

Ａ The required system should be a

SPECT gamma camera equipped with X‑

ray CT.

Ｂ The required system should have sev‑

eral collimators that enable us to get op‑

timal images.

Ｃ The required system should be appli‑

cable for brain, cardiac and whole body

studies.

Ｄ The required system should have a

workstation for image analysis.

Ｅ The required system should have a

function to assist a diagnostic procedure

in nuclear medicine.

Ｆ The required system should have an

interface to communicate with RIS,

PACS, and 3D image processing device

installed in the department.

Ｇ The cost of construction and installa‑

tion of the system should be included.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 17 May, 2016

 Contact point for the notice : Tomonori

Obo, Expert Official, Accounting Section,

Hamamatsu University School of Medicine,

1201 Handayama Higashi‑ku Hama‑
matsu‑shi 4313192 Japan, TEL 053
4352148

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 28 年４月１日

国立大学法人鹿児島大学
契約担当役理事 永井 義美

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 46
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 Ｘ線ＣＴ装置 一
式
 調達方法 借入
 導入予定時期 平成28年度３月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ Ｘ線ＣＴ装置は全身用であること。
Ｂ 逐次近似画像再構成法を有すること。
Ｃ 造影剤自動注入装置を有すること。
Ｄ 本システムによる診療を安全かつ円滑に
行う上で、必要不可欠な附属周辺機器を有
すること。
Ｅ 既存の病院情報システム（ＨＩＳ）、放
射線情報システム（ＲＩＳ）、読影システ
ム、及び画像ネットワーク（ＰＡＣＳ）と
接続可能であること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成28年５月17日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒8908520 鹿児島市桜ケ丘８
35１ 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院
管理課調達係 吉井あけみ 電話099275
5045

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成28年４月１日から平成28年
５月17日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成28年４月15日16時00分
 開催場所 鹿児島大学医学部・歯学部附属
病院管理棟第三会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31

 Nature and quantity of the products to be

rent : High‑performance Computed tomog‑

raphy (CT) system 1 Set

 Type of the procurement : Rent

 Basic requirements of the procurement :

Ａ The CT system must be for whole‑body

imaging.

Ｂ The CT system must be equipped with

successive approximations image re‑

construction method.

Ｃ The CT system must be equipped with

an automated contrast injector.

Ｄ The CT system must have peripheral

devices that facilitate smooth and safe

operation.

Ｅ The CT system must be able to connect

with the existent HIS, RIS, image inter‑

preting system and PACS.
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